	「再認定」対象とする際の疾患・症例一覧 （呼吸器）


一　発育によりその障害程度に変化が生じることが予想されるとき
  ・　医師の意見を踏まえて再認定対象者に該当するかどうか判定する。
  ・　ただし、３歳未満で認定するものは「先天的な四肢欠損、形成不全」以外、全て再認定対象者とする。
  ・　具体的な例は、次のとおりである。
	疾患・症例
	留意事項

	  内部機能障害関係
 ・小児ぜん息　　　等
	 ・手術や治療による改善が見込まれる事例がある。


二　進行性の病変による障害を有するとき
　・　進行性の病変による障害を有するときは、障害程度の重度化が予想されるため、障害更新申請　　の手続きによることとし、原則として、再認定のための診査を義務づけることはしない。
三　その他、障害程度に変化が生じると予想されるとき
  ・　医師の意見を踏まえて再認定対象者に該当するかどうか判定する。
